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Ⅰ 新技術の解説 

１ 要旨 

 ヤマメの雌雄比は通常１：１であるが、養殖における交配は雌と雄をおよそ５：１の比率で用いる。親魚は

成熟後斃死するため、通常の雌雄比では過剰な雄を親魚養成することになる。このことから、経営合理化の

ため、これまでは染色体操作技術を用いて生産した全雌魚を親魚に養成してきたが、これから得た稚魚を

河川に放流することができず普及しなかった。 

 本研究では、染色体操作技術を用いずに性転換雄を作出し、河川放流も可能な種苗を生産する全雌魚の

作出技術を導入する事を目的とした。 

 通常魚に雄化処理して得られた雄親魚８尾と通常雌親魚とを交配し、得られた稚魚を雄親魚別に飼育し、

その一部をさらに雄化処理した。非処理稚魚の生殖巣を観察したところ（後代検定）、８群のうち４群が全雌

魚であり、その雄化処理群を性転換雄と判定した。 

 平成12年度性転換雄を試験的に養殖業者に利用してもらった。その後の聴き取りによると、発眼率、孵化

率は通常魚と同程度であり、飼育するにあたり特に問題になることはないとのことであった。 

 

２ 期待される効果  

 採卵時まで過剰な雄親魚を養成することがなくなるため、養殖業者の経営合理化が期待される。 

 

３ 適用範囲 

 ヤマメの種苗生産をしている養殖業者  

 

４ 普及上の留意点 

 性転換雄親魚は腹部の圧迫で放精しないため、精巣を摘出して媒精する必要がある。 

 



 


